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2. 品質施策の実施の悩み

3. 変化への対応
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はじめに
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品質戦略は、会社や組織が成長していくために重要であり、品質保証

部長の会でも、第４期に「経営視点から品質向上を考える」で、品質

戦略の立て方や重要性を発表しました。

しかし現状は、「品質戦略が策定できていない」、「品質戦略を策定は

しているものの中々成果を生み出せていない」組織も多々あります。

我々は、品質保証部長の会に参加されている各社にアンケートを行い、

品質戦略の策定や実行における悩みなどをお聞きするとともに、

・品質戦略の策定のためにはどうすれば良いのか？

・そして、成果を生み出すためにはどうすれば良いのか？

について、討論しました。

この発表が、皆さまの活動の一助になれば幸いです。
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品質戦略と品質保証戦略
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品質戦略

品質保証
戦略

品質戦略
経営視点で品質を捉え、経営に寄与する各種の品質要素が、どうすれば

良くなり、結果として経営に貢献できるかのストーリを考え、そのための方策

などを練り上げたもの （戦略と戦術の両方の要素を持つ）

品質戦略は、販売戦略、人財戦略、などと同じ位置にあるが、経営者に余程の

知見がなければ、傍流に置かれがちである。

品質保証戦略

製品の品質を保証するための戦略、戦術

参考）

戦略：組織などが運営していくための将来を見通した方策や、目標を達成するためのシナリオ。

戦術：目標を達成するための具体的な手段、実践的な計画。

経営戦略

品質戦略人財戦略販売戦略 技術戦略 ・・・

2013/day1/files/happyou_shiryou_E2-3.pdf

「品質戦略を極める！」
（株）シーズメッシュ 本間さんのSQiP発表より



Copyright (C) 2017 SQiPソフトウェア品質保証部長の会 All Rights Reserved

アンケートの内容
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品質戦略・施策の範囲
品質保証部門の範囲に限定／開発部門まで含んでいる／営業、開発部門まで含めている

品質戦略・施策の立案でINPUTにしているもの、INPUTの分析手法

品質戦略・施策内容の割合
現状の弱み改善、強味の強化、新しい事柄にチャレンジするもの

品質戦略・施策の内容に含んでいる事項
プロセス改善／人の知識、技量の強化、知識の蓄積

前回の品質戦略・施策から削除したものがあるか？

品質戦略・施策の評価方法
定量的な評価をしている／定性的な評価をしている

末端の担当者まで、品質戦略・施策は浸透しているか？

品質戦略・施策の策定にあたって、考慮・注意すべきポイントは何か？

品質戦略・施策の課題、悩み
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品質戦略策定における課題・悩み
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 これまで品証部門の歴史が浅い為、社としてもまだ方向性が定まっていなかった。来期の組織変更に伴い、経営層とも連携して策定していく予定。

 設立間もない海外子会社の品質戦略をいつのタイミングで立てるべきか模索中

 品質に関する戦略立案は3年目だが、どのようにまとめればいいか毎年悩んでしまう。今年度の立案内容についても、よくよく振り返れば、一貫性や整合性に欠けており、分かりず
らいものになっている。

 問題プロジェクトの内部失敗コスト・外部失敗コストを捕捉し、経営層へのレポート／対象プロジェクトへの改善を実施していきたいが、まだ明確なプロセスが確立できていない。

 自部署はテスト部門としての意味合いが大きい。品質管理という面ではシステムが整っていないので、システム整備および、品質管理という意識付けが十分浸透しない。

 テスト会社のため自分たちでソフトウェア開発(設計、コーディング等)を行いません。テストサービスがメインのため、いわゆるソフトウェア品質に対する直接的な方針や目標が立て
られず悩んでいました。その結果、現状会社としての品質方針が明文化されていませんでした。ちょうど今現在、品質をサービス品質ととらえて、会社としての品質方針を策定してい
ます。それに基づき、品質戦略や品質戦略を立てようとしています。

 戦略・施策の設定が難しいのは確かですが，それを理解させ，取り組ませることの方が難しいです。当たり前のことですが。

 末端まで品質施策を浸透させ、徹底することの困難さを感じるが、地道に啓蒙している。

 天の声で施策が先行する場合があり、各部門へ展開された際、一体何のためにやるのか？と思う場合がある。よって、目的を明確に表現することが大事だと思います。当然ながら
、そのような施策は末端まで展開はできず、頓挫する。

 開発部門によっては品質目標の施策について、実現性、有効性を考慮せず（十分検討されず）、策定している場合がある。

 納得性を持たせた達成すべき目標の決め方

 品質KPIの定義

 類似問題の再発が防げていない。

 遅れている品質目標の施策の完了時期が近づいても対策が行われず、未達になってしまう。（スケジュール感の意識不足、未検討、未対策）

 通常のルーチン業務や品質問題対応で時間をとられ、施策の活動する時間がとれなくて、進捗が遅れる。

 毎月、各部門で施策の実施状況を確認しているが、施策がうまくいっていないときに、原因の掘り下げが浅く、適切な対策が行われない場合がある。

 IT業界は事業環境の変化が激しく，クラウド，IoT，DevOps，アジャイルなどのキーワードが先行流布する中，バズワードか本潮流かに惑わされずに，環境変化に本当に必
要な品質活動を見極めて施策立案することが難しい

 ある程度しかたないが、分野により温度差がある。時代の変化への対応遅れ、理解不足

 品質投資対効果のバランスこれらについて他の企業の方の意見を聞いてみたい。

 品質に対する投資について理解を得るのが難しい（品質の価値証明が困難）

 品質にかけるコストの考え方で事業部門と対立する事が多い。

 商談、受注、プロジェクトの立ち上げ、といった超上流で、その後の品質は左右されてしまうが、プロダクトの品質を中心に見てきた部隊には戦略、施策の知恵かない。

 次世代のリーダー育成

 人財不足。品証部門は高齢化傾向にある。

品質戦略策定
• 戦略・施策をどのような手順で立てれば良いか
• 自社の強みの強化策が策定できない

施策の実施
• 現場に如何に自分事として理解し、取り組んでもらえるか

人材育成
• 品証の人材不足、高齢化、次世代リーダの育成

ビジネス貢献
• 品質投資対効果のバランスをどう取るか
• 投資の理解を得るには、ビジネス貢献を示すには

変化への対応
• 環境変化を理解し、いかに対応していくか
• 変化の速い時代の戦略作りとは

今回の
スコープ

今回の
スコープ

今回の
スコープ
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１. 品質戦略の策定の悩み

② 自社の「弱みの改善」だけでなく、自社の「強みの強化」が

重要だが、「強みの強化」の策が作れない

アンケート結果から

品質に関する戦略や施策を策定できていますか？

① 品質戦略を立てたいのだが、どうすれば

良いのだろう？ ⇒ 実例でご紹介

アンケート結果から

品質戦略や施策の「弱み改善」、「強み強化」、

「新しいことへのチャレンジ」の割合

7

はい
80％

いいえ
20%

バランス型
55％

弱み改善型
45%
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① 品質戦略を実際に立ててみました（実例）
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A社は、会社設立からの年数もそれほど経っておらず、今まで

品質戦略を立てずにいた。

この度、経営層からの指示もあり、品質戦略を策定しようとしたのだが、

サンプルもないし、どのような手順で、どのような内容のものを

作れば良いのか悩んでいた。

部長の会に参加されているある会社に、うちではこんな形で品質戦略を
まとめているよとサンプルを見せていただき、これで、なんとか品質戦略が
作れそうだ！

と戦略策定にとりかかった。
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A社は、こんなSTEPで品質戦略を考えました
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A社の品質戦略立案STEP

品質戦略とその施策の決定

事業ビジョン

市場情報・製品情報

トレンド

競合

品質ビジョン

４C分析

SWOT分析

コア・コンピタンス

製品の特性

ToBeの明確化

AsIsの明確化

戦略案の策定

組織の実力

AsIsの明確化

しっくり来るまで
練り直し

外部環境 内部環境
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【品質重点戦略】

【現状分析（振り返り）】【事業ビジョン（目指す姿）】

A社ではこんな品質戦略を作りました

10

・xx製品の売上拡大、グローバル市場の拡大

・品質付加価値創出による顧客満足の向上

・意欲と実力を保有する人材の強化

自社（品質、体制、人材等）

顧客（市場規模、成長性、ニーズ等）

競合（参入障壁、シェア等）

協力者（関連企業等）

※詳細はxx頁参照

戦略 内容 実現手段

法改正、グローバル化等による
市場拡大をにらんだxx製品の
品質向上

変更に強い製品づくり ・XX製品のアークテクチャを見直し、コアな部分、可変な部
分に分離

顧客満足の更なる向上 障害解決ターンアラウンドタイムの短
縮化

・障害管理プロセスの見直し

（市場トラブル発生時の早期解決、回避策の提供等）

変化に対応した品質モデルの作
成

環境変化に対応する品質モデルを検
討

・新しい品質概念に対応した手法の取り込み（SoL/SoE、
モノでなくコト、スピード、合理化だけでなく付加価値の提
供）

セキュリティ品質の確保と強化 ・セキュリティ専門人材の育成（脆弱性診断士等）
・CSIRTの活用 …

全社品質意識の向上 品質部署のスキル底上げ ・ソフトウェア品質技術者資格 10名取得
・JSTQB 全社員、 Advancedへの挑戦

全社員の品質意識の向上 ・開発メンバーへの教育（特にPM候補への教育 ）
・品質啓蒙活動

外部要因

機会 脅威

・業界全体、グローバル市場拡
大
・xxに関する法改正

・競合ｙ社の台頭
・顧客要求レベルの向上
・セキュリティ脅威の増加

内
部
要
因

強
み

・高スキル人材確保
・xxノウハウの蓄積

法改正、グローバル化等による
市場拡大をにらんだxx製品の品
質向上

顧客満足の更なる向上

弱
み

・若手人員の不足
・プロセス未整備

変化に対応できる品質基礎スキ
ルの向上

全社品質意識の向上

Confidentialな内容を含むため実際と異なる部分があります

積極的
攻勢

差異化

段階的
強化

防衛
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【2016年度 品質施策の実行状況】

今までも品質戦略を策定してきたB社の例
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【2017年度 品質中計ビジョン】

【2016年度 品質状況】

【当社の状況】 【リスクと機会】

【2017年度 重点施策】

リスク

• 開発期間の短縮に伴い、変更管理、課題管理の取りこぼしで品
質低下。

• ○○分野の再発防止策遅れによる、ロス状態が継続

• 単純ミスによる顧客満足低下

機会

• XX分野での品質確保による、売り上げ増大

• QMSの着実な品質確保作業の推進強化による、後戻り作業減少

外部の課題

• ビジネススピードに合わせて、開発期間が短縮。

内部の課題

• ○○分野でロス発生。

• 業種別QCP未整理のXX分野で、急激な規模拡大。

• 単純な作業ミスでの顧客システム停止が発生。

• 高い技術力とともに、高品質な製品提供による、

顧客満足度の向上

• 新開発手法、新分野に対する、QCP整備と実践

• QCPの実践による済々とした大規模PJ開発

• スピード感＆自律した品質管理

• 品質事故：□□件 （内単純作業ミス□件）

• ○○分野で、▲XX百万円のロス

• 内部品質監査

不適合B:X件、改善の機会:X件、コメント:XX件

• PJ：XXX件

（ランク別 A:XX件、B：XX件、C：XX件）

• QCPの着実な実行

レビュー計画遵守率：XX%（A:XX%、B:XX%、C:XX％)

• 設計レビューの充実

設計レビュー充実率：XX%（A:XX%、B:XX%、C:XX％)

• 改善の推進

内部監査：改善完了 XX/XX（対計画遅れ X/XX）

• ロスPJの早期発見、早期対策

早期発見：XX件、対策によるロス防止：XX件

• 品質教育による品質技術力向上

教育は予定通り完了するも、日頃のレビュー結果などから

みると、技術力が身についていない

Confidentialな内容を含むため実際と異なる部分があります

重点施策 内容 KPI 実行責任者

高品質なモノづくり 設計レビューの充実 レビュー充実度：XX％ 各PJレビュー者

変更管理、課題管理徹底 変更管理取りこぼし：0
課題管理対応遅れ：XX%以下

各PJリーダ

作業ミス撲滅 上位者による作業手順レビュー 単純ミスでのシステム停止：０ 各課長

改善の推進 改善担当者の明確化とフォローの徹底 内部監査指摘 不適合０、改善の機会：3以下 各部長

○○分野、ロス再発防止策の実行徹底 ○○分野：ロス額 X百万円以下 ○○BU長

XX分野の品質確保 XX分野QCPの早期整備と実践 X月までにQCP整備
X月からQCPに沿った品質確保実践開始

整備：品質部門長
実践：XXBU長
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② 「強み強化」 と 「弱み改善」 の
バランスが取れた戦略をつくるには

強みを把握するためには
•何で（どのようなビジネス、製品、サービス、技術等で）儲かって
いるのか？

•顧客から評価されているのは何か？

•どのようなノウハウを持っているのか？

•他社ベンチマークをする（できない分野も有り）

②「弱み改善」だけでなく、「強み強化」が重要だが、
自社の強みが判らず「強み強化」策が作れない

アンケート結果から

バランス型
55％

弱み改善型
45%

弱み改善型：戦略や施策の内容の殆ど（8割以上）は弱みの改善

バランス型 ：戦略や施策は、弱み改善、強み強化、新規事項へのチャレンジ

がバランスよく配置されている （弱み改善は5割以下）
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品質戦略をうまく策定するためには（まとめ）
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 最初は、型（モデル、テンプレート）を使ってみる。
テンプレートには先人の知恵がある

 コンテキストを十分理解し、変化を捉え、予測する。
外部・内部環境、顧客ニーズ、競合他社動向、自社の強み、弱み

 注力する軸を決める。
あれもこれもではうまくいかない

最も効果が出るものは？鎖構造の弱いところは？ 勝てるストーリ軸は？

 現場とかけ離れたものにしない。

 必ず具体的な「実行」につなげる。

 スモールステップで達成を確認できる近くの目標を定める。

 プロセスの改善だけではダメ。人財強化 (BSCの学習と成長の視点）も考える。

 自組織のミッションを意識しすぎると、小さくまとまってしまうので要注意！

 見直すことも厭わない（ねらった効果が得られない、環境が変化した、…）
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アンケート結果から

末端の担当者まで品質戦略や施策の内容は

浸透していると思いますか？

・ 期初に全員に説明しているが、実際に浸透しているかは疑問

・ プロセスに関する施策は担当者も守ろうとしているが、スキルや意識に

関わる内容は浸透が難しい

・ あるべき論(ToBe)と現状(AsIs)のGAPが大きいと、中々理解されない

・ 現場では、コスト、納期などの目先優先になる部分がある

：

２. 品質施策の実施の悩み

はい
50%

いいえ
50%
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戦略・施策が浸透している組織の傾向
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アンケート結果から

品質戦略・施策は
関連部門（営業・開発・調達等）

を含めて作成している

品質組織が
活動を推進している

品質戦略・施策の
KPI評価をしている

品質組織立ち上げ年数と
浸透の関係

70% 80%

100%
うち78%は定性評価も併用

0%

20%

40%

60%

～5年未満 5～10年 11年以上

→
浸
透
し
て
い
る
組
織
の
割
合
[%
]

品質組織設立からの年数 →



Copyright (C) 2017 SQiPソフトウェア品質保証部長の会 All Rights Reserved

浸透している組織のプラクティス例

16

アンケート記述から

浸透している組織が実施している主な３つのこと

① 組織階層ごとにていねいに説明・周知を徹底
•期初に全社レベルでマネジメントへ説明、マネジメントは各担当組織に説明
•品質会議で周知、品質担当者は各開発部門へ展開

② 担当レベルの活動テーマまで展開
•上位の目標、施策を担当者のテーマまでブレークダウン
•担当者は自分の仕事がどこにつながるかを理解

③ 品質意識付け教育
•トップマネジメントが「プロ意識」について社員と話し合い
•各自、自身の「品質のプロ」を定義し、取り組みを計画・実施、振り返り、
次計画の宣言
•階層別の品質意識教育、Eラーニング
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戦略・施策をうまく実施するための提案

17

経営・ビジネス戦略との整合を理解させる

戦略・施策と、末端の活動とのトレーサビリティを共有する

定量的に効果を確認する

スモールステップで実施の効果を確認、共有する

ステークホルダを巻き込む

目的がずれないように明確化する

改善や、達成そのものだけを目的にせず、経営・ビジネス戦略にどう貢献するかを示すこと

特に弱み領域では組織の経験値が低いことが想定されるため効果を実感できない施策は頓挫する

特に規格やモデルのレベル達成の場合、達成の目的がメンバの階層によってずれることがある

課題達成型は現場の改善ニーズと整合しないことがあるため、トップはビジョンを示す等説明が必要
品質戦略・施策が現場のどの問題解決につながるかメンバによって理解が異なってはいけない

改善の効果を把握できず無駄な活動をする、マネジメントが効果を理解できない、を避ける

ボトムアップ活動では、ステークホルダを巻き込み、活動の支援を得やすくすること

計画、実施、振り返り、改善のループを回す
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戦略・施策をうまく実施するための提案

18

課題達成
重視

組織の強み

組織の弱み

問題解決
重視

強化型
改善

克服型
改善

追従型
達成

牽引型
達成

a. 強化型改善
組織の強み領域の問題を改善し強みを強化

b. 克服型改善
組織の弱み領域の問題を改善し弱みを克服

c. 追従型達成
組織の弱み領域での課題達成。
例) 規格対応等。

d. 牽引型達成
組織の強み領域での課題達成。
例) 開発能力成熟度のレベルアップ

品質戦略・施策の位置づけに応じた対応が必要

ｄ a

ｃ b
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戦略・施策をうまく実施するための提案
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c, d

特にa, b

a, b

a, b, c, d

特にa, b

a, d経営・ビジネス戦略との整合を明確にする
改善や、達成そのものだけを目的にせず、経営・ビジネス戦略にどう貢献するかを示すこと

スモールステップで実施の効果を確認、共有する
特に弱み領域では組織の経験値が低いことが想定されるため効果を実感できない施策は頓挫する

目的がずれないように明確化する
特に規格やモデルのレベル達成の場合、達成の目的がメンバの階層によってずれることがある

戦略・施策と、末端の活動との関係のﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨを共有する
課題達成型は現場の改善ニーズと整合しないことがあるため、トップはビジョンを示す等説明が必要
品質戦略・施策が現場のどの問題解決につながるかメンバによって理解が異なってはいけない

定量的に効果を確認する
改善の効果を把握できず無駄な活動をする、マネジメントが効果を理解できない、を避ける

ステークホルダを巻き込む
ボトムアップ活動では、ステークホルダを巻き込み、活動の支援を得やすくすること

計画、実施、振り返り、改善のループを回す a, b, c, d
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変化が速い時代、
戦略⇒実行⇒評価⇒戦略の見直し
のサイクルでは、世の中に取り残されてしまう

• 環境変化を理解し、いかに対応していくか

• 変化の速い時代の戦略作りとは

20

3. 変化への対応
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変化に対応できる戦略のあり方とは

世の中の情報へのアンテナを高くする

多くの情報から、これが・・という取捨選択（洞察力）

まずは、短いサイクルでまわす

また、やってみようというしなやかな考え方が必要！！

展示会講演会

Web

21

しかし、実際に行おうとすると

実行中戦略との整合性、品質保証の仕組みとの関係、リソース、取
り組みタイミング、抵抗勢力。。。 など 壁は高い
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変化に対応できる戦略のあり方とは

・ まずは、やってみようという考え方(Small Start)

・ 変化することを恐れない

ダーウィン：最も強い者が生き残るのではなく、最も賢い者が生き延びるでもない。

唯一生き残るのは、変化できる者である

22

アジャイル開発の考え方を
戦略立案や戦略実行に取り入れるとともに

芯の部分は保ちつつ、こだわりを捨てる

討議中
ＳＱｉＰシンポジウム

乞うご期待
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本日のまとめ

23

品質戦略は、会社や組織が成長していくために重要です

末端の担当者まで浸透させて実践することが重要です。

品質戦略を初めて策定される方も、この発表を参考にしたらきっと作れます

うまく策定するためのポイント
コンテキストを十分理解し変化を捉え予測する、注力する軸を決め勝てるストーリを考える

現場とかけ離れたものにしない、スモールステップで近くの目標を決める

プロセス改善だけでなく人財強化も考える

ミッションを意識しすぎると小さくまとまってしまうので注意

うまく実施するためには、戦略の位置づけ（強化型改善、克服型改善、追
従型達成、牽引型達成）に応じた対応が必要です。

経営・ビジネス戦略との整合を明確にする、ステークホルダを巻き込む

戦略・施策と、末端の活動との関係のﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨの共有、PDCAループを回す・・・

今は、変化が速い

短いサイクルでまわすとともに、しなやかな考え方が必要です
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「品質戦略の実際とこれから」

2017 ソフトウェア品質保証部長の会 Grp.1

㈱Ｅストアー 品川 祐美

ｿﾆｰｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ㈱ 菅原 広行

ディサークル㈱ 濱野 宏和

日本システム㈱ 川原 章義

㈱ベリサーブ 長谷川 聡

㈱メタテクノ 高林 秀樹

ソフトウェア品質保証部長の会
第8期 成果発表会
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～戦略策定と実施のポイント～
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ご清聴ありがとうございました

ご質問 どんどんお願いします(^^)/


